
  ご意見、ご感想をおきかせください。
日本酒についてもっと知りたい方、天寿についての情報を
知りたい方、ご連絡をお待ちしております。
●Ｅメールアドレス・・・info@tenju.co.jp
●ＨＰアドレス・・・・・http://www.tenju.co.jp
●フリーダイヤル・・・・0120-50-3165
●ＦＡＸ ・・・・・・・・0184-55-3167

★蔵見学希望の方は、準備等の都合がございますので事前に    

　ご連絡下さい。

★蔵元通信（２カ月に１度奇数月に発行予定）希望の方はご

　連絡下さい。　※無料

★メールマガジン（天寿情報）希望の方は、Ｅメールでご連絡

　下さい。
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１
３
７
回
目
の
酒
造
り

代
表
取
締
役
社
長　

大
井
建
史

　

つ
い
こ
の
前
ま
で
真
夏
日
が
続
き
、

夏
を
過
ご
す
に
は
全
く
不
適
当
な
体
型

に
な
っ
た
私
は
扇
子
を
手
放
せ
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
10
月
の
最
終
週
に
な
っ

た
途
端
冬
の
気
温
に
な
っ
て
し
ま
い
、

26
日
に
は
鳥
海
山
に
初
雪
が
降
り
ま
し

た
。

　

９
月
・
10
月
は
清
酒
業
界
の
イ
ベ
ン

ト
等
も
多
く
、
私
や
杜
氏
は
バ
タ
バ
タ

と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
18
日
に
は
蔵

人
が
入
蔵
し
、
27
日
に
こ
の
時
期
異
例

の
蔵
内
７
℃
と
言
う
寒
さ
の
中
、
初
蒸

し
が
順
調
に
行
わ
れ
、
１
３
７
回
目
の

酒
造
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
の
一

番
の
心
配
は
米
質
で
す
。
東
北
で
唯
一

不
作
と
さ
れ
た
秋
田
県
は
、
１
等
米
比

率
75
・
８
％
と
低
く
、
こ
れ
は
６
月
か

ら
７
月
初
め
の
平
年
に
比
べ
半
分
と
言

う
極
端
な
日
照
不
足
が
回
復
で
き
ず
、

さ
ら
に
カ
メ
ム
シ
被
害
や
高
温
障
害
も

出
た
為
で
す
。

　

状
況
に
合
わ
せ
て
圃
場
の
水
管
理
を

シ
ッ
カ
リ
し
た
所
と
そ
う
で
な
い
所
の

個
人
差
が
大
き
く
出
た
様
で
す
が
、
お

蔭
様
で
天
寿
酒
米
研
究
会
の
一
等
米
比

率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
と
言
う
事
で
、
多

少
の
安
心
は
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

例
年
の
米
と
比
べ
る
と
慎
重
を
要
す
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
我
々
の
緊
張
も

高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
酒
は
ワ
イ

ン
と
違
い
、
原
料
の
出
来
だ
け
で
は
酒

質
が
決
ま
ら
な
い
事
を
証
明
し
て
見
せ

た
い
も
の
で
す
。

　

弊
社
は
60
％
精
米
以
上
の
吟
醸
は
、

全
て
瓶
火
入
れ
冷
蔵
管
理
を
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
春
は
そ
の
量
の
増
加
の

為
、
覚
悟
の
上
で
酒
母
室
を
夏
ま
で
一

時
的
に
冷
蔵
貯
蔵
庫
と
し
て
使
用
い
た

し
ま
し
た
。
夏
場
の
冷
蔵
庫
と
し
て
の

使
用
は
想
定
外
な
の
で
、
温
度
は
保
ち

ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
予
想
通
り
天
井

裏
に
大
量
に
結
露
し
た
為
そ
の
ま
ま
の

継
続
使
用
は
断
念
、
酒
母
室
の
断
熱
力

を
大
幅
に
向
上
さ
せ
た
改
装
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
吟
醸
蔵
の
タ
ン
ク
入

れ
替
え
工
事
、
冷
却
配
管
工
事
、
あ
げ

桶
蔵
外
壁
交
換
工
事
で
は
桁
や
柱
に
シ

ロ
ア
リ
が
出
て
予
期
せ
ぬ
予
算
４
倍
の

大
工
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

船
舶
用
コ
ン
テ
ナ
冷
蔵
庫
の
一
部
改

修
も
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
予
算
的
に

も
厳
し
く
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

事
務
所
の
見
学
者
用
店
舗
へ
の
改
装
を

夢
見
て
、
設
計
図
を
春
に
引
き
始
め
て

い
た
の
で
す
が
、
楽
し
み
は
後
で
と
お

預
け
状
態
で
す
。

　

　

　

　

創
業
１
３
７
年
目
の
酒
造
り
。
伝
統

を
継
ぐ
者
と
し
て
、
現
在
の
天
寿
酒
造

を
担
っ
て
い
る
社
長
・
杜
氏
・
営
業
・

詰
口
・
製
造
の
者
と
し
て
、
「
今
我
々
は

何
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
」
を

毎
年
問
い
直
し
な
が
ら
、
変
え
る
も
の

は
変
え
、
残
す
も
の
は
残
し
、
手
か
ら

こ
ぼ
れ
消
え
て
し
ま
っ
た
古
い
も
の
へ

の
郷
愁
は
あ
り
な
が
ら
も
、
前
へ
進
み

続
け
ま
す
。
進
み
続
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

世
間
で
は
、
年
の
瀬
へ
向
け
て
ま
っ

し
ぐ
ら
で
す
が
、
ふ
と
立
ち
止
ま
り
羅

針
盤
を
慎
重
に
確
認
し
な
が
ら
走
り
ま

す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
つ
つ
、
年

末
も
ご
愛
顧
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　天寿酒造は人・水・米にこだわり、酒造り一筋に歩み続け、今年１３７回目の造りを迎えました。こ

こ数年は設備の改善、工程の改革に積極的に取り組み、より良い酒造りのために懸命の努力をして参り

ました。社是に掲げる『製品に誇りを、顧客に感謝を』をモットーにこれからも挑戦し続けます。今年

の天寿の心意気を是非味わって下さい。

飲み比べ　など

★当日参加は出来ません

ので予め入場券をお買い

求め下さい。天寿酒造で

販売しております。

天寿を楽しむ会
第１１回

マッ
チン
グコンテスト(きき酒)無農薬田のアイガモ鍋ガモ鍋

天寿商品がもらえる抽選会

開催日

開宴

場所

会費

定員　

平成 22 年 11 月 13 日 ( 土 )

午後 5時 30 分～ ★会場は立食形式となります。

矢島コミュニティーセンター (日新館ホール )

３，０００円 (税込 )

２２０人限定

★お申込み時にお願い致します。

★定員になり次第締め切らせて頂きます。

天寿酒造株式会社　
由利本荘市矢島町城内字八森下 117

TEL 0184-55-3165　FAX 0184-55-3167
E-mail info@tenju.co.jp
URL http://www.tenju.co.jp

◎お申込み・お問い合わせは天寿酒造まで

改装したての酒母室です。

雪化粧をした「鳥海山」(１０月２８日撮影）



天寿の歴史
補 遺 -６

 　

秋
の
収
穫
も
終
わ
り
、
新
米
が
蔵
に

入
り
始
め
、
精
米
所
は
フ
ル
回
転
を
始

め
ま
し
た
。
今
年
も
気
合
充
分
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。
今
年
の
最
初
に
生
み
出

さ
れ
る
初
し
ぼ
り
に
ご
期
待
下
さ
い
！

純
米
大
吟
醸
「
天
寿
」

　
　
　
　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル　

　

こ
の
度
、
純
米
大
吟
醸
の
７
２
０
ml

詰
が
金
色
の
房
紐
付
き
で
見
た
目
も
高

級
感
あ
ふ
れ
る
桐
箱
入
り
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
致
し
ま
し
た
。
霊
峰
鳥
海
山
の
万

年
雪
か
ら
生
ま
れ
る
伏
流
水
を
仕
込
水

に
天
寿
酒
米
研
究
会
契
約
栽
培
米｢

秋

田
酒
こ
ま
ち｣

を
使
用
し
、
蔵
人
の
匠

と
情
熱
が
醸
し
上
げ
た
芳
醇
な
香
り
と

繊
細
で
や
わ
ら
か
な
味
わ
い
の
純
米
大

吟
醸
で
す
。
お
祝
い
事
や
贈
り
物
に
も

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

◆
◆
◆
【試
飲
即
売
会
】◆
◆
◆

　

 ◎
西
武
百
貨
店
池
袋
本
店

　

11
／

10(

水)
〜

16(

火)

和
洋
酒
売
り
場
に
て
試
飲
即
売
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
営
業
の
佐
藤
博

輝(

鳥
海
町
出
身)

が
売
り
場
に
立

ち
ま
す
。
10
月
１
日
よ
り
発
売
に
な

り
ま
し
た
大
吟
醸
雫
酒｢

鳥
海
の
雫｣

や
10
月
25
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

純
米
大
吟
醸｢

天
寿｣

他
、
各
種
取
り

揃
え
て
、
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
そ
ご
う
横
浜
店

　

11
／
９(

火)

〜

16(

火)

地
下
一
階
酒
売
り
場
に
て
、
試
飲
即

売
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
９
日

は
、
営
業
の
佐
藤
博
輝
が
、
10
日
・

12
日
・
13
日
は
常
務
の
大
井
仁
史
が

売
り
場
に
立
ち
ま
す
。
大
吟
醸｢

鳥

海
」
を
始
め
、
ご
贈
答
に
お
す
す
め

の
商
品
を
各
種
取
り
揃
え
て
、
皆
様

の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

ど
ち
ら
の
会
場
も
天
寿
の
試
飲
即
売

会
は
年
内
最
後
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
是
非
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

お酒の
ＮＥＷＳ

初
し
ぼ
り
生
酒

12
月
16
日
発
売
予
定
！

●日本酒度　 ±0 ～ +2.0
●酸度　　　　　1.3 ～ 1.5
●アミノ酸　　　0.9 ～ 1.1
●使用酵母　 自社保存株
●ｱﾙｺｰﾙ分　 16.0 ～ 16.9
●精米歩合　  40％
●原料米　　　天寿酒米研究会
　　　　　　　　　契約栽培米 
　　　　　　　　　秋田酒こまち 100％

10 月 25 日発売

1.8L　7,350 円 ( 税込 )

720ml　3,675 円 (税込 )

純
米
吟
醸｢

雪
ご
よ
み｣

生
酒

初
し
ぼ
り
に
ご
り
本
醸
造
生
酒

1.8L 　2,625 円
720ml  1,313 円

1.8L 　2,100 円
720ml  1,050 円

米寿のお祝い記念酒プレゼ
ント企画に今年も沢山のお
礼状とお電話を頂きました。
皆様からの喜びの声にス
タッフ一同大変嬉しく思い
ます！今後ともご愛顧いた
だけます様宜しくお願いし
ます。

1 8L 1.8L 　2,835 円
720ml  1,418 円

初
し
ぼ
り
純
米
吟
醸
生
酒

補
遺―

６　

　

初
代
永
吉―

大
井
屋　

六
代
目　

大
井
永
吉

　

初
代
に
つ
い
て
は
、
戸
籍
制
度
以
前

の
人
で
あ
り
、
何
故
か
家
の
過
去
帳
に

も
載
っ
て
お
ら
ず
、｢

天
寿
の
歴
史｣

を

書
き
出
し
た
頃
の
資
料
と
し
て
、
本
家

五
代
目
大
井
光
睹
氏
か
ら
頂
戴
し
た
一

幅
の
掛
軸
の
裏
書
に
大
井
栄
吉
の
名

（
後
に
永
吉
と
し
た
と
思
わ
れ
る

)

を

見
る
の
み
で
あ
っ
た
。
【
（
五
）―

４
に

前
出
】

　

そ
の
後
、
本
家
現
在
の
当
主
大
井
益

二
氏
か
ら｢

栄
吉
婚
礼
祝
儀
帳｣

の
コ
ピ

ー
を
頂
い
た
。
年
号
は
文
政
五
年
（
一

八
二
一
年
）
三
月
六
日
、
内
容
は
結
婚

式
案
内
者
と
手
伝
人
の
名
、
頂
戴
し
た

ご
祝
儀
の
控
え
だ
け
で
係
累
と
の
関
係

は
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
。

　

初
代
が
分
家
し
た
年
は
天
保
元
年

(

一
八
三
〇
年)

だ
か
ら
、
妻
帯
し
て

か
ら
も
九
年
の
間
本
家
に
奉
公(

当
時

本
家
が
営
ん
で
い
た
酒
造
り
の
仕
事
と

思
わ
れ
る)

の
後
分
家
と
な
り
、
身
に

つ
け
た
技
術
で
糀
と
濁
酒
の
商
売
を
始

め
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

最
近
お
寺
の
過
去
帳
を
調
べ
て
も
ら

っ
た
ら
、
嘉
永
四
年(

一
八
五
一
年)

四
月
七
日
深
信
院
常
正
日
園
居
士―

大

井
屋
栄
吉
こ
と―

と
あ
り
、
大
井
屋
の

屋
号
で
あ
っ
た
事
が
判
明
し
た
。
二
代

目(

正
助)

が
婿
入
り
し
た
の
が
嘉
永

二
年(

一
八
四
九
年)

な
の
で
、
後
継

者
の
婿
を
迎
え
て
そ
の
二
年
後
に
は
他

界
し
た
こ
と
に
な
る
。
戒
名
か
ら
推
し

て
信
心
深
い
真
面
目
な
人
柄
で
あ
っ
た

と
偲
ば
れ
る
。

　

前
述
の
掛
軸
に
つ
い
て
説
明
を
加
え

た
い
。
江
戸
時
代
後
期
の
儒
者
中
井
乾

斎
の
書
に
な
る
漢
詩
だ
が
、
我
が
家
に

と
っ
て
は
、
そ
の
裏
書
に
よ
り
文
化
的

に
も
歴
史
的
に
も
貴
重
な
資
料
と
な
っ

た
。

　

裏
書
に
は
、
漢
文
で｢

余
は
常
々
、

須
貝
太
郎
左
衛
門
（
盛
佶
）
、
武
田
喜

惣
右
衛
門(

成
斎)

、
和
田
常
吉(

松

敦)

、
大
井
金
治(

享
斎)

、
小
沼
弥

八
郎
の
輩
と
、
出
街
の
小
流
に
架
か
る

橋
の
南
に
あ
る
耕
文
堂(

主
人
は
美
髯

三
浦
和
助)

に
小
集
し
、
共
に
詩
を
賦

し
百
余
首
に
及
ん
だ
。
そ
れ
を
一
小
冊

に
す
る
べ
く
東
都
の
乾
斎
先
生
に
選
を

お
願
い
し
た
が
、
先
生
の
傑
作
者
の
選

に
拙
作
も
亦
入
っ
た｣

と
あ
り
、
入
選

し
た｢
初
冬
夜
坐｣

の
漢
詩
が
書
か
れ
て

あ
り
、
そ
の
自
作
の
詩
を
先
生
に
揮
毫

し
て
も
ら
っ
た
の
が
こ
の
一
幅
で
あ
る

こ
と
が
判
っ
た
。

　

更
に
は｢

文
政
第
十
三
年
改
元
天
保

元
庚
寅
秋
八
月
十
有
六
日
分
家
し
て
新

街(

現
新
町)

に
お
る
栄
吉
に
、
天
保

第
四
年
癸
巳
春
三
月
三
日
需
に
應
じ
て

床
前
掛
一
幅
」
と
あ
り
即
吟
で
享
斎
と

圭
斎(

本
人)

の
詩
が
添
え
ら
れ
て
あ

る
。　

 

即
日　

圭
斎
大
井
光
睹
愿
卿　

　
　
　
　
　
　
　
　

授
与　

大
井
栄
吉

　
　

上
已　
　

即
日
即
吟

　

三
日
天
気
好　

群
賢
喫
飲
醺　

　

桃
花
流
岸
艶　

蘭
竹
席
頭
熏

　

金
樽
倍
雅
興　

玉
戔
促
詩
文　

　

莫
道
永
和
後　

風
流
少
右
軍　

享
斎

　
　

仝

佳
節
共
催
詩
酒
莚　

李
桃
含
笑
媚
春
天

誰
思
此
日
永
和
會　

擬
得
揮
毫
譜
代
賢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

圭
斎

　

光
睹
氏
は
若
い
頃
江
戸
へ
医
者
の
修

業
に
赴
い
た
が
、
父
の
死
に
よ
り
志
半

ば
で
帰
郷
し
た
と
い
う
後
に
矢
島
藩
の

御
用
商
人
を
勤
め
た
傑
物
で
、
文
学
的

素
養
も
備
わ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
ま

た
そ
の
人
物
と
共
に
詩
を
賦
し
語
り
合

う
多
く
の
仲
間
が
い
た
こ
と
に
、
当
時

の
矢
島
知
識
人
の
文
化
度
の
高
さ
を
思

う
の
で
あ
る
。

五代目大井光睹氏より頂戴した掛軸の裏書

扌


